
それって本当に介護拒否⁉
～ユマニチュードを実践しよう～

都道府県 ： 愛知県
法人名 ： 社会福祉法人福寿園
施設種別 ： 田原福寿園
サークル名 ： けやきⅢ世
発表者 ： 鈴木伸乃香
機器操作 ： 稲本真理子



１.施設紹介
田原福寿園は1980年に開設した養護盲老人ホーム福寿園のあと、県内

初の認知症高齢者受入れ施設として1984年に開設しました。2006年

には、法人初のユニット型特養として48室の増設をいたしました。そ

して2020年、田原福寿園本館は、建替え及び29床の増築を行い、最

新設備を導入したニュータイプの従来型特養として生まれ変わりました。

従来型（本館）とユニット型（南館）が併設する大規模施設です。また

法人本部も併設しています。

２.サークル紹介

作成日：R6.５.１０
作成者：稲本
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３.テーマ選定理由

現在4階フロアでは入浴拒否や口腔ケアの拒否などケア

への拒否がある方や自分の世界に入ってしまい職員の声

掛けが届いていない方など様々な認知症の方のケアに奮

闘しています。近年注目されている「ユマニチュード」

を実践することで職員全体のケアが向上し、入居者さん、

職員共に笑顔あふれる日常生活が送れるのではないか？

とこのテーマに取り組むこととなりました。

4.施設長コメント
「徘徊・盗食・便コネ・入浴拒否・無断外出」等々、利用

者の失態を罵るかのような言葉に心を痛めます。私たちは

そこに至るまでの利用者の心理を察し、福寿園で暮らす皆

さんが心から安心できる居場所を作れるように、今回の

QC活動を通して職員一人一人が見つめ直す時間にしてく

ださい。

作成日：R6..５.１5
作成者：稲本

５.活動計画
担当 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

計画

実施

計画

実施

計画 稲本

実施 松井

計画 荻田

実施 鈴木

計画 矢野

実施 藤田

計画 村上

実施 山本

計画 安光

実施 澤辺

計画

実施

計画

実施

全員

効果の確認

歯止め

まとめ

全員

全員

テーマ選定

活動計画

現状把握

目標設定

実施項目

要因分析

対策の立案と実施

全員



６.現状把握①-Ⅰ 入所者の情報

男性, 8人

女性, 36人

性別

男性

女性

要介護3, 

13人

要介護4, 

19人

要介護5, 

12人

介護度

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5

車椅子, 

28人

一部介助, 

11人

自立, 

5人

移動

車椅子

一部介助

自立

アルツハイマー, 

11人

レビー, 

3人

認知症, 

18人

不明, 

12人

認知症の種類

アルツハイマー

レビー

認知症

不明

ｎ＝44

作成日：R6.6.6
作成者：松井



６.現状把握①-Ⅱ 職員の情報

男性, 2人

女性, 18人

性別

男性

女性

日本, 17人

フィリピン, 1人

ベトナム, 1人

インドネシア, 1人 国籍

日本

フィリピン

ベトナム

インドネシア

ｎ＝20

～3年目, 8人

4～5年目, 2人

10年以上, 10人

経験年数

～3年目

4～5年目

10年以上 正職, 12人
パート, 5人

EPA, 1人

留学生, 1人

特定技能, 1人

雇用形態

正職

パート

EPA

留学生

特定技能

作成日：R6.6.6
作成者：松井



６.現状把握② 職員の意識調査

①, 8

①, 19

②, 12

②, 1

0 5 10 15 20

介助に困った事を他の職員に相談しますか

介助に困っている入居者はいますか

Q2

①はい ②いいえ ｎ＝2０

Q1

(複数回答可)

作成日：R6.6.6
作成者：松井

💡分かったこと
・困りごとを相談していない職員が半数以上いた
・職員は介護拒否の多い入居者に困っていた
・職員によって困っている入居者が違っていた
・職員全員が困っている入居者はいなかった

Q３



６.現状把握③
マッピング ７月１７日11：30～13：30

職員の意識調査の中で対応に困っているで１０人以上の職員から名前の挙がったM・Tさん、S・Tさん、I・Kさんの３人について、簡易マッ

ピングを実施し、日中の様子や職員の関わり方について調べました。(S・Eさんは外出の為対象から除外。)※認知症ケアマッピングDCM法

は認知症を持つ人々５人前後を施設の共有スペースにおいて、６時間以上連続して観察し５分ごとに記録を行います。今回は対象者を３名で

２時間の簡易マッピングを法人内のマッパーさんに協力を依頼して行いました。マッパーとは研修を受けたDCM使用者のことをいいます。

◦

作成日：R6..7..20
作成者：鈴木伸乃香

s



マッパーさんより

声を出してても素通
りしているのが気に
なる。そもそも利用
者さんと関わりが圧
倒的に少ない！！！

ユマニチュードを意
識して利用者さんと
関わるといいんじゃ

ないかな？？

マッピングで気が付いたこと

利用者の対応が上手くいかずに困ってい

たことが多くあったが、業務優先になっ

ていて利用者としっかり関わる事が出来

ていないことに気が付いた。マッパーさ

んと目が合ってにこやかな表情を見せた

Mさんを見て、日々の関わり方について

反省しました。そこで、マッパーさんか

らアドバイスをいただいたユマニチュー

ドを実施してみることにしました。しか

し、いざやろうとしても研修ではやった

ことあるが、職員に技術として身につい

ていないことも分かり再度皆で学ぶ必要

があると感じました。

私と目が合うと笑顔
になっていたよ！

口腔ケアの時、
全然利用者と職員
の目が合って
いなかった！

作成日：R6..7..20
作成者：鈴木伸乃香



ユマニチュードとは、優しさを伝えるケア

「見る」「触れる」「話す」「立つ」の4つが
『あなたのことを大切に思っていますよ。』と
伝える技術。

４つの柱

５つの
ステップ

全てのケアを一連の物語のような
手順で「５つのステップ」で実施
する。

ユマニチュードはフランス発祥のケア技法です。体育学の専門家
であるイヴ・ジネスト氏とロゼット・マレスコッティ氏によって、
４０年間におよぶ病院や施設の経験から生まれました。
ユマニチュードとはフランス語の造語で「人間らしくあること」
を意味し、ケアを受ける側と行う側の双方が「よかった」と感じ
られる介護を目指します。ユマニチュードのケアは、その人の能
力を奪わないことに注力した方法です。２０１２年に日本でも導
入されました。

作成日：R6..7..20
作成者：鈴木伸乃香公式ホームページより引用



対応に困っているで１０人以上の職員から名前の挙がった３人

について日頃の様子を探る為に〖利用者を知るシート〗を使用

して調査を行いました。

７月19日から７月28日の１０日間、言ったこと・した事・喜

んだこと・怒っていたこと・気づいたことなどを記入していき

ました。

不穏時を赤色、穏やかな時を青色でまとめました。

まとめたものは次のスライドへ。

作成日：R6..7..29
作成者：矢野

６.現状把握④

10



24 朝食後のトイレ介助後職員の腕を
掴む「どうしたの」聞く目が合わず、
めが合う所まで顔を持って行くと「な、
なんでもない」と手を離してくれたが

不満顔

22 「おはようござ
います」と挨拶する
と「おはよう」と笑

顔 27 昼食のお膳をひっくり
返す

キッカケ分からず 21 通りかかりに目が合い
笑顔で頭を下げると同じく
笑顔で頭を下げてくれる

現状把握④ M.Tさんの不穏時と笑顔時

20 居室誘導時職員
の腕をつかんでくる
歩くペースが速かっ
たからか？

居
室

食
堂

20 牛乳を「どうぞ」
と置き目を合わせると
笑顔で「ありがとう」

と言う

20 伏せて寝てい
る

26 立ち上がりが見られ
近づく、顔を見て目線を
合わせると笑顔で「トイ

レ」と言う
27 目が合うと笑顔。手を
振るとてを振り返してくれ

る

28 センサーにて訪室。「しょ、
しょうべん」と言われたので「トイ
レですか」と尋ねると頷く。トイレ
誘導し排尿後しばらく座っていたの
で「そろそろいいですか？」と言う
と無言で立ち上がる。居室に戻ると
「ありがとう」と言うもムッとして

おり笑顔なし。

22；0016：0010：004：00 6：00 12：00 18：008：002：00 14：00 20：00

22 朝食前はよだれを
たらしうつ伏せで寝て
いる食事中もウトウト

している

26 センサーにて訪室、トイ
レ介助時なにを話しかけても
無言で表情は不機嫌であった

19 立ったり座った
りソワソワしている。
「腹が減った」最初に
夕食を提供する

24 歩行器にて居室に誘導時
段々と小刻み歩行なり止まってし
まう。職員が歩行器を押して手伝
うも歩行器を強く握り動かなくな

る

7/

19
～
7/

28

20 トイレから居室まで
歩行器にて歩く。ベッド
に座って靴を脱ぐ手伝い
をしていると職員の頭を

つかんできた

25 センサーにて訪室、
笑顔で「トイレ」と言
われ、誘導する。居室
に戻る際に手をしばら
くの間強くにぎる

22 居室誘導時。Mさんの
昔やっていた野球の話をし
ながらゆっくりと歩いてい
たが、小刻み歩行になり無
言になる表情も無表情に変

わる

19 センサーにて訪室トイレ介
助後、「帰りたい」と言う。し
ばらく話し聞くと納得され「横
になるよ」と言われる笑顔で横

になる

27 センサーにて訪
室。トイレ介助後、
「もうすぐ0じです。
ゆっくり休んでくだ
さい」の声かけに
「ありがとう。おや
すみ」と言う

21 センサーにて訪室、トイレ介
助するも２回程居室から出てくる
なにがしたいのか分からず食堂
ホールへ戻る

居
室

食
堂

不穏時
笑顔時

23 目が合うと笑顔。その後
下を向いて服をいじっていた

作成日：R6..8.10
作成者：澤辺

11



注目

M・Tさんの怒ってしまうきっかけが分か
らず困っていたが10日間調べてみるとM・
Tさんは、職員としっかり目が合うと、笑
顔になっていることが分かった。立ち上
がったM・Tさんに対し横や後ろから声を
掛けると、表情が険しくなるが正面から視
界に入り目を合わせて声を掛けると穏やか
に自分の気持ちを伝えてくれていた。他に
は、会話の時や歩行時など自分のペースで
はなく職員のペースになってしまうと言葉
に詰まったり、ムッとした表情になる事が
分かった。

作成日：R6..8.10
作成者：澤辺

４つの柱の
「見る」が成功の
カギなのでは？

とても簡単な方法でM・Tさ
んの笑顔を引き出せる！？



27 パッド交換時「何です
か！泥棒～」と大声で叫ぶ

21 パッド交換時「何ですか」「や
めてください」と言う。説明しても
分からない様子

28 「Sちゃん、Sちゃん」と旦那
さんの名前をつぶやきはじめ「S
ちゃんとはぐれちゃった」と声が

荒くなる

20 話しかけても「神様にお任せ
します」「そう、分かってる」な
どと同じ言葉の繰り返し。こちら

の質問が通じない

26 声掛けし飲み物
を渡すと「あら、い
いの？」と笑顔

現状把握⑤ S.Tさんの不穏時と笑顔時
19 パッド交換前に説明するも興奮
して起こってしまう
「なにをするんだ」「やめちまえ」

19 昼寝後の起床時より大声
で叫んでいる「警察に行きま

す」

22 パッド交換時大きな声で叫
んでいる「なにをするんだ」

22；0016：0010：004：00

居
室

食
堂

26 パッド交換時
「お前は誰だ」
「お前はあほか！
あほか！」と叫ぶ

25 服のボタンが外れ
ており。「セクシーで
すねと言うと「そ
う？」と笑顔「そうか

しら」と

6：00 12：00 18：00

22 「死んでしまえ」
「顔も見たくない」と同
じ机の入居者に言ってい

る

21 居室に行
くとお経をと
なえている

27 「Sちゃんはどこだ？」と不
穏。「どこですかね」と声をか
けると「お前はしってるだろ」

と怒鳴る

21 パッド交換時居室に入る前か
ら覚醒しており穏やか、少し話しを
しパッド交換する旨を伝えると「わ

かった」と抵抗なし

25 トイレ介助時大きな
声で叫んでいるのが聞こ

えた

21 居室に挨拶して入ると目が合
い、笑顔「こんにちは」と言う

22 「きょうは暑いです
ね」と声掛けすると「暑い
のは苦手なの」と言う。穏
やかな表情で話しをした

8：00

20 起床時「助けてく
れ」と大きな声で叫んで
いるのが聞こえた

25 起床時「おはようございます」
と挨拶すると笑顔で「おはよう」と

言う

20 パッド交換時パッド交換す
る旨を伝えると「何？」不機嫌。
いきなりSさんが「108」と言っ
たので「109」と言うと「110」
「111」としばらく二人で数え

あう。最後は笑顔。

2：00 14：00 20：00

24 朝食のお膳を
持って行くと怒って
いる職員に「どっか
行けー」と言う

22 同じ机の入居
者に「何ボーっと
してるんだ」と怒

鳴る

28 パッド交換時寝
ていたのでそのまま無
言で交換すること起き
てしまい「何をするん
だ」と暴れる

23 パッド交換時、
居室に入るなり、「ド
ロボー」と大声で叫ぶ。
二人介助にてパッド交

換する

7/

19
～
7/

28

0；00

28 昼食介助昼食時の
声かけに対して笑顔が

見られた

不穏時
笑顔時

作成日：R6..7..29
作成者：矢野
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注目

１０日間調べてみるとS・Tさんが不穏に
なる時は夜間のパット交換の際が一番多い
ことが分かった。S・Tさんのパット交換
が上手く出来ないと特に悩んでいる職員の
いつも行っている夜間のパット交換のやり
方を詳しく見てみると、ノックをせずに訪
室し、声掛けや説明が不十分なまま身体に
触れ交換をしようとしS・Tさんが大声で
叫んでしまった。反対にS・Tさんのパッ
ト交換について特に困っていないという職
員を見せてもらうと、まずノックをして挨
拶をした後にパット交換の説明をして声を
掛けながら行っておりS・Tさんも終始穏
やかな様子だった。

作成日：R6..7..29
作成者：矢野

５つのステップの
「出会いの準備」
「ケアの準備」が成
功のカギなのでは？

S・Tさんは突然の訪問者にびっくりしていただけかも！？



ｎ＝１９

40

40

55

5

35

65

20

30

60

ゆっくりと優しく手を動かしていますか

つかむのではなく下から支えていますか

広い面積（手のひら全体）で触れていますか

自分が行っているケアの様子を言葉にしていますか

前向きな言葉で話しかけていますか

ゆっくりと低めの声・穏やかな声で話しかけていますか

正面から近く水平に視野に入って話しかけていますか

少し離れた所から目線をつかみ段々と近づいていますか

アイコンタクトがとれていますか

作成日：R6.9.22
作成者：安光

６.現状把握⑥-1
ユマニチュード技術テスト（４つの柱）

見
る

話
す

触
れ
る

60/95点

30/95点

20/95点

課題：食堂ホールの椅子に座っている職員を浴室まで誘導してください

💡分かったこと

・ケアの実況はほとんどの職員が行えていない

65/95点

35/95点

5/95点

55/95点

40/95点

40/95点

※点数は１つの項目が出来たら５点、出来なかったら０点とした。５点×１９人＝９５点で全員が満点を取ると９５点×９問＝８５５点になる

17



ｎ＝１９

60

25

20

25

40

40

15

50

65

30

笑顔で行えていましたか

「また会いにきますね」等とメッセージを伝えましたか

一緒に過ごした時間が有意義な時間であったことを伝えていますか

ケアの終了後すぐに立ち去っていませんか

笑顔で行えていましたか

ケアの終了後すぐに立ち去っていませんか合意が得られたら常に４

つの柱の二つ以上のケアを行っていましたか

すぐにケアの話をせずに「あなたに会いに来ました」というメッ

セージをつたえましたか

目線を合わせてあいさつをしましたか

返事がない場合はドア付近で入るアプローチをしましたか

プライベートな領域に入る前にノックをしましたか

作成日：R6.9.22
作成者：安光

６.現状把握⑥-2
ユマニチュード技術テスト（5つのステップ）

出
会
い
の
準
備

ケ
ア
の
準
備

知
覚
の
連
結

感
情
の
固
定

再
会
の
約
束

課題：居室を訪室し寝ている職員の衣類交換をして退室して下さい

💡分かったこと

・プラスの言葉を伝えることが苦手な職員が多い

※点数は１つの項目が出来たら５点、出来なかったら０点とした。５点×１９人＝９５点で全員が満点を取ると９５点×10問＝９５０点になる

30/95点

65/95点

50/95点

15/95点

40/95点

40/95点

25/95点

20/95点

25/95点

60/95点

18



現状把握で分かったこと

・困りごとを相談していない職員が半数以上いた （職員の意識調査より）

・職員は介護拒否の多い職員に困っていた （職員の意識調査より）

・職員によって困っている入居者が違っていた （職員の意識調査より）

・職員全員が困っている入居者はいなかった （職員の意識調査より）

・業務優先で入居者との関わりが少なくなっていた （マッピングより）

・私たちの日々の関わり方は適切か？という疑問が生まれた （マッピングより）

・入居者の不穏になる時間帯や内容は個人によってバラバラであった （利用者を知るシートより）

・職員のケアの仕方で入居者の状態は大きく違っていた （利用者を知るシートより）

・ケアの実況はほとんどの職員が行えていない （技術テスト・４つの柱より）

・プラスの言葉を伝えることが苦手な職員が多い （技術テスト・５つのステップより）

作成日：R6.7.15
作成者：松井



７.目標設定

作成日：R6.7.31
作成者：荻田
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n=505
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n=580

４つの柱
５つの
ステップ ４つの柱

５つのステップの
技術テストで

全員満点を
取るぞ～！！

※満点―現状把握の点数＝悪さ加減として計算をしています

※855点―350＝505 ※950－370＝580



介
護
拒
否
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か

職員

環境

職員間のコミュニケーショ
ンが不足している

勉強する機会がない

利用者の立場に
立ってない

困りごとを相談していない

認知症だから
仕方ないと思っている

ユマニチュードを
実践していない

知識がない

相談する時間がない

業務に追われている

勤務内に業務を終わらせる

他職員に頼みずらい

職員本位になっている

次の業務のことばかり考えている

時間に追われて
いるから

利用者の気持ちを知ろうとしてない

利用者の満足度を気に
してない

関わりが少ない

業務優先になっている

利用者の情報が
少ない

興味がない

利用者の事をよく
知らない

３大介助が
仕事だと思ってる

利用者との関係づくりを
考えてない

必要性を感じていない

利用者についての
情報が少ない

利用者を知ろうと
努力してない

関心がない
職員に対して
利用者が多いから

コミュニケーション
の時間が足りない

関わる時間がバラバラ
担当が決まってない

落ち着く
場所じゃない

自分の
見慣れた
物がない

馴染みの人がいない

高齢者施設だから

新しい関係
づくりが
難しい

共通の話題がない

自発的に話せない

認知症だから

騒がしいから

食堂だから

職員の声掛けより
利用者の訴えが大きい

マンツーマンに
なれる場所が少ない密集してる

人が多いから

日課が決まって
いるから

決められた通りに
しないといけない

業務が回らないから

職員不足

利用者の良いケアが
周知出来てない

周知する方法が
ノートしかない

古い情報が埋
もれてしまう

ケアパレットが
活用不足

情報が分かりくい

利用者

何をされてるか分からない

職員の説明不足

利用者が理解する
前に介助してる

職員本位

利用者の気持ちが
分からない

理解するのに
時間を要する

認知症
疾患だから

耳が遠いから

身体疾患だから

自分のタイミング
じゃないから

家にいた時と習慣
が違うから

入所して環境
が変わった

自分の思い通りにならない

休みたいから動きたくない

体力
がない

高齢だから

眠りが浅い

夜間しっかり
寝れてないから

職員が怖いから

目線が
合わないから

安心できない

信用してない

人間として
扱われてない

8.要因分析 勉強する機会がない

担当が決まってない

情報が分かりくい

利用者の気持ちが
分からない



9.対策立案

要因 いつ どこで 誰が 何を どうする

①
ユマニチュードを勉
強する機会が少ない

8月中 食堂ホール 4階職員 利用者 体験

9月中 4階 稲本 勉強会 実施

②
施設入居者の気持ち
が分からない

8月中 食堂ホール 4階職員 利用者を 体験

③
成功体験の情報共有
ができていない

9月下旬
4階

スタッフルーム
荻田

悩み相談
ボード

作成

④
入居者の事を深くし
らない

9月下旬 荻田 入居者担当 作成

作成日：R6.9.1
作成者：山本



10.対策実施

職員１人を外部研修
へ派遣し、その内容
を他の職員へ伝えて

もらう

居室担当

居室担当を決めて
スタッフルームに
掲示しました

利用者のことをもっ
と深く知るために居
室担当で知るシート
を作成！ファイリン

グしました

困っていることや、成功体験の共有
の為に「けやき‼お悩み相談ボー

ド」を作成しました。

お悩み相談ボードを作成



利用者体験

視野狭窄キットを使
用した状態で食堂
ホールで過ごしても

らう

目が合うと嬉しい♡
目線を合わせて話してくれる
となんだか安心しますね！

何か言ってるけどよく聞こえ
ない。何？？おーい！職員さ
ん！私はここにいますよ！

10.対策実施

作成日：R6.9.15
作成者：山本

視線をつかむポイントは
①正面から②近く③水平に！！

ユマニチュード勉強会

利用者の排泄介助中に
職員同士でお喋り。
どんな気持ちになる？



ｎ＝１９

85

75

85

60

80

90

80

75

80

ゆっくりと優しく手を動かしていますか

つかむのではなく下から支えていますか

広い面積（手のひら全体）で触れていますか

自分が行っているケアの様子を言葉にしていますか

前向きな言葉で話しかけていますか

ゆっくりと低めの声・穏やかな声で話しかけていますか

正面から近く水平に視野に入って話しかけていますか

少し離れた所から目線をつかみ段々と近づいていますか

アイコンタクトがとれていますか

見
る

話
す

触
れ
る

作成日：R6.7.15
作成者：松井

11.効果の確認①-1
ユマニチュード技術テスト４つの柱

80/95点

75/95点

80/95点

90/95点

80/95点

60/95点

85/95点

75/95点

85/95点
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目標達成率

84％
目標達成ならず！

11.効果の確認①ｰ1
ユマニチュードテスト４つの柱

作成日：R6.10.15
作成者：荻田

55 40 40
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0
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話す 触れる 見る

73％減

350点から倍以上点数は増え
たものの８５５点中７２０点
で満点までは１３５点届かず

n＝５０５ n＝135
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65

60

90

90

65

65

90

95

95

笑顔で行えていましたか

「また会いにきますね」等とメッセージを伝えましたか

一緒に過ごした時間が有意義な時間であったことを伝えていますか

ケアの終了後すぐに立ち去っていませんか

笑顔で行えていましたか

ケアの終了後すぐに立ち去っていませんか合意が得られたら常に４

つの柱の二つ以上のケアを行っていましたか

すぐにケアの話をせずに「あなたに会いに来ました」というメッ

セージをつたえましたか

目線を合わせてあいさつをしましたか

返事がない場合はドア付近で入るアプローチをしましたか

プライベートな領域に入る前にノックをしましたか

ｎ＝１９

作成日：R6.9.22
作成者：安光

11.効果の確認①-2
ユマニチュード技術テスト（5つのステップ）

95/95点

95/95点

90/95点

65/95点

65/95点

90/95点

90/95点

60/95点

65/95点

90/95点
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75％減

目標達成ならず！
11.効果の確認①ｰ2
ユマニチュードテスト５つのステップ

作成日：R6.10.15
作成者：荻田

目標達成率

85％

350点から大幅に点数は増
えたものの950点中805点
で満点までは１4５点届かず

n＝580



なぜ目標達成できなかったのか…

経験年数の長い職員に
はいつものやり方を短
期間で変える事が難し
かった

慌ただしくなると
気持ちに余裕がな
くなってしまう

ユマニチュードが
実践出来るような
雰囲気作りが足り
なかった

作成日：R6.10.15
作成者：荻田

気持ちに余裕がなく
なるとケアが丁寧に
できない



29 ホールで立ち上がったMさ
んが歩き出した時に「何だっ
た？」と声掛けすると「寒い」
と言う。羽織る物を渡した「あ

りがとう。」と笑顔

26 起床コールなり
訪室。笑顔で挨拶す
ると笑顔で「トイ
レ」と言う。トイレ
介助する。穏やか

28 伏せているMさんに入浴の声かけを
するしばらく無言。「また後で声かけま
すね」とその場を離れ、Mさんがトイレ
にたったタイミングで入浴の声かけをす
る。「そうだな」と笑顔で入浴した

3 目線を合わせてあ
いさつをする。「お
はよう」と笑顔

30 伏せて寝ている
4 食堂を見渡しているMさ
んと目が合うと笑顔。頭を下
げるとMさんも頭を下げる

11.効果の確認② M.Tさんの不穏時と笑顔時

25 起床コールなり
訪室。トイレ介助し
たすぐに起床コール
なり訪室。「ごはん
はまだ？」と言う。
おにぎりを提供。

居
室

食
堂

27 職員と目が合うと
笑顔。その後「今日の
昼ご飯は天ぷらです
よ。」と声掛けすると
「ほう」と。笑顔

26 ホールで立ち上がったM
さんにゆっくりと近づいて笑
顔で「どうしましたか？」と
声掛けすると「トイレ」と笑

顔で言う。

2 昼ご飯提供時、Mさ
んの目線に合わせて「ど
うぞ」声掛けすると「あ
りがとう。」と笑顔で言

う。

1 起床コールがなり居室に訪室。
独歩にて入口付近まで歩いており

「おはよう」と笑顔

22；0016：0010：004：00 6：00 12：00 18：008：002：00 14：00 20：00

25 起床介助の為ノッ
クして訪室。挨拶をし
ても起きる気配なく
ギャッジアップにて介
助する。不機嫌。

30 起床コールなり訪室。
「お、おしっこ」と言われト
イレ介助する。ゆっくりを心
掛けて介助した。最後「あり
がとう。」と言われた。

2 居室まで歩行器にて行く途中、
小刻み歩行になる。一緒にゆっく
りと休み休み居室まで行く「あり
がとう。」と言われるもムッとし

ていた

5 起床コールなり訪室。
「こんばんは。」と挨拶
すると「トイレ」と笑顔。
トイレ介助し「ありがと
う。おやすみ」と言う。

4 居室にまで歩行器で歩いて
いたが、途中から小刻み歩行に
なり無表情になる。「車椅子
持ってこようか？」の声かけに
頷く。車椅子にてベッドまで行
くと「ありがとう。おやすみ」

と笑顔で言う。

居
室

食
堂

9/

25
～
10/

5

28 居室誘導後、何度も
起床コールあり。「ねむ
くない」と言う。ホール
へ戻りTVを見る。穏やか

になった

不穏時
笑顔時

作成日：R6.10.10
作成者：稲本



4 ノックせずに訪室して「Tさ
ん起きるでね」と言うと「ドロ
ボーはここでなにをしてるんで
すか？」「ここはどこです
か？」と言う。「「ここは協力
して暮らす所だよ」等と話して
いると穏やかに車椅子への移乗

ができた

4 「すみませんでした」「私は
いいと思ってやっただけなの」と
泣いている。話しかけても「すみ

ません」の1点張り

28 笑顔で挨拶すると笑顔
で挨拶あり。「今日のお昼
ご飯は魚ですよ。」と話す
と「いいわね。」と笑顔で

言う

27 お経を唱えて
おり話しかけても
返事がない

2 眠っていたが、ノックして
挨拶をしてパッド交換をはじ
める。途中目が覚めるも、
「はい」と穏やかだった

1 眠っていたので声かけせずパッ
ド交換を行うすると「お前は誰だ」
とスボンとあげて抵抗あり。その後
なにを言ってもダメだった

5 挨拶すると「おはようござい
ます」と笑顔でこたえてくれた

29 「あなたそんなにきれいだっ
た？」「何かやったでしょ？」と
笑顔で話しかけてくれる

11.効果の確認③ S.Tさんの不穏時と笑顔時

28 眠っていたので小声で
パッド交換の状況説明をしなが
ら交換する。「柵をもってくだ
さいね」と声掛けにすんなりと
持ってくれた。その後スムーズ
に交換することができた

22；0016：0010：004：00

居
室

食
堂

26 席が変わって遠く
から目が合っっており、
近づいて挨拶する。笑

顔。

6：00 12：00 18：00

27 ノックして訪室すると、Sさんが
「あら、もうご飯の支度した？」と言
う。「もう支度したから安心して」等

話してパッド交換する

3 昼寝後、ノックしてから
訪室すると「どうぞ」と答え
てくれ、その後も穏やか

8：00

25 挨拶をして「今日は雨が降っ
ていますよ、カーテンを開けます
ね」とTさんと話をしながらカーテ
ンを開ける。「え、そうなの？」
と言う。その後も話をしながら移
乗介助を続ける。穏やか

30 ノックして訪室、Sさんが
「Sちゃん、Sちゃんはどこ？」
と言う。「Sちゃんはわたしは
見てないな」と話を続けてパッ

ド交換をおこなった

2：00 14：00 20：00

29 挨拶すると笑顔
あり。パッド交換する
説明をすると「はい」
と言われ穏やか9/

25
～
10/

5

0；00

30 通りかかりに挨拶する眉間
にしわが寄っており、「どうし
たんですか」と尋ねると「なん
でもない」と笑顔になる

3 入浴中より急に不機嫌
になり「モタモタする
な」「早くやれ」と怒る。
その1時間後に便失禁あり

3 お風呂の声かけに
「いいわよ」「さっぱ
りするものね」と穏や

か

26 ノックして訪室する。パッ
ド交換の説明すると便失禁して
おり「きれいにするね」と声掛
けすると「汚れてません」と
「汚れたパッドをみせると「ま
あ」と言う。その後スムーズに

交換できた

不穏時
笑顔時

25 昼食後「少しお部屋
で休みましょう」と声掛
けに「そうね」と穏やか

作成日：R6.10.10
作成者：稲本



12.歯止め
要因 いつ どこで 誰が 何を どうする

①

教育

勉強する機会が
少ない

年２回
（６月・

１２月）

４階居室
利用者

稲本 ユマニチュード
勉強会を
開催する

年1回
（６月）

4階 荻田 技術確認 行う

②
施設入居者の気持
ちが分からない

年２回
（６月・
１２月）

4階 稲本 利用者体験
勉強会を
開催する

③ 管理
成功体験の情報共
有ができていない

月1回
４階

スタッフルーム
けやき
スタッフ

悩み相談ボード 更新する

④ 管理
入居者の事を
深く知らない

年２回
（６月・
１２月）

４階
スタッフルーム

担当
スタッフ

知るシート 作成する

作成日：R6.10.1
作成者：村上

１３.各種効果について

○有形効果
・お悩み相談ボードを設置して、職員間の情報が
見える化出来ました。

・入居者の担当表を作成・掲示して、
関わりが深くなりました。

○無形効果
・職員間の連携を取りやすく、
ケアが統一するようになった。

・利用者体験をして、高齢者の気持ちを
知る機会になった。

○波及効果
・利用者対応のアプローチが上手くなった。
・利用者と日々の会話が重要視して、
細目に接するようになった。

27



14.反省とまとめ
良かった点 悪かった点 今後の課題

テーマ
選定

フロアの特色に特化し
た課題に取り組むこと
ができた

介護拒否からユマニチュー
ドに結び付くまでが難し
かった

立つについてはほとん
ど行えなかったので
行っていきたい

活動計
画

ほぼ計画通りに進める
事ができた

現状把
握

入所者との関わり方に
ついてよく把握するこ
とができた

職員の関わり方をどのよう
にまとめたらいいかが難し
かった

利用者の状態変化が
あった際、こまめに報
連相が必要だ。

要因分
析

とくに職員面を掘り下
げることができた

もう少し多角的に色んな方
面から要因がだせるとよ
かった

経験年数が少ない職員
からの引き出しが上手
くできなかったため、
丁寧に教えていきたい。

対策立
案と
実施

実際に入所者の気持ち
になれるような研修が
できた

1度の勉強会や研修では理解
が足りないところもあった

繰り返し勉強会などを
行っていく

効果の
確認

入所者の笑顔が増えた 目標達成まで足りなった。

歯止め
無理のない範囲で継続
しやすい
歯止めが立てれた

作成日：R６.10.5
作成者：矢野

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
活動流れの理解度

仕事・学習の機会増

相互啓発の機会増

仕事の取組み姿勢

自由な発想雰囲気

お互いの問題意識

お互いの仲間意識

仲間との協力体制

仲間との話し易さ

ＱＣ手法の理解度

before after

15.活動前後のグループ環境



今後の課題として…

・業務優先で時間に追われる風土を無くす
・昔ながらのやり方を変えられない職員へのアプローチ方法を考える
・全ての職員がどの入所者に対しても、自然にユマニチュードを応用したケアを行えるようにしていく
・認知症を見るのではなく１人の人間を見ているという本質を見失わない様にしながら
入所者との関係づくりを日頃から行っていく

💡人をケアする職業人であるという誇りを持つ🔥

ご清聴ありがとう
ございました！


